
工工場場のの委委託託拡拡大大をを阻阻止止ししよようう
は
じ
め
に

身
分
移
管
以
降
３
度
目
の
２
０
０
８
年
賃
金
確
定
を
め
ぐ
る

闘
い
は
、
ア
メ
リ
カ
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
の
破
綻
に
端
を

発
し
た
、
世
界
的
な
金
融
危
機
に
よ
る
急
激
な
景
気
の
後
退
や

雇
用
の
悪
化
の
中
、
日
本
の
経
済
や
雇
用
情
勢
も
先
行
き
が
不

透
明
な
状
況
の
下
で
の
闘
い
で
あ
っ
た
。

区
長
会
は
「
国
公
準
拠
」
や
「
他
団
体
の
動
向
」
を
繰
り
返

し
主
張
し
、
厳
し
い
内
容
の
提
案
を
強
行
し
た
が
、
成
績
率
制

度
の
改
正
等
の
提
案
を
実
施
時
期
や
実
施
内
容
を
大
き
く
譲
歩

さ
せ
、「
給
料
表
の
早
期
提
示
」
や
「
技
能
主
任
等
の
設
置
基

準
」
の
改
善
を
勝
ち
取
っ
た
こ
と
等
、
総
合
的
・
一
体
的
に
判

断
し
、
妥
結
し
た
も
の
で
あ
る
。

自
公
連
立
政
権
が
推
し
進
め
て
き
た
新
自
由
主
義
に
よ
る
「
構

造
改
革
」
や
「
規
制
緩
和
」
政
策
が
大
企
業
の
利
益
第
一
主
義

を
先
導
し
、
弱
者
を
切
り
捨
て
、「
痛
み
」
を
押
し
つ
け
、「
貧

困
と
格
差
」
が
あ
ふ
れ
、
閉
塞
感
に
覆
わ
れ
た
社
会
を
生
み
出

し
た
。
こ
う
し
た
社
会
状
況
に
対
す
る
不
満
や
批
判
の
矛
先
を

公
務
員
攻
撃
に
す
り
替
え
、
連
日
、
新
聞
や
マ
ス
コ
ミ
な
ど
の

メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
、公
務
員
バ
ッ
シ
ン
グ
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

特
に
現
業
労
働
者
に
対
し
て
国
・
総
務
省
は
、
各
地
方
公
共

団
体
に
お
け
る
給
与
の
見
直
し
を
資
す
る
た
め
、
技
能
労
務
職

員
の
給
与
決
定
の
基
本
的
考
え
方
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
具
体
的
な
反
映
手
法
等
を
研
究
す
る
た
め
「
技
能
労
務
職
員

の
給
与
に
係
る
基
本
的
考
え
方
に
関
す
る
研
究
会
」
を
設
置
し
、

本
年
３
月
に
「
報
告
書
」
を
発
表
し
た
。
こ
う
し
た
各
自
治
体

へ
の
締
め
付
け
、
強
い
指
導
の
下
、
賃
金
改
悪
の
攻
撃
を
強
め
、

自
立
し
た
地
方
自
治
体
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
東
京
都
や

２３
特
別
区
は
国
に
追
随
し
、
首
都
圏
で
働
く
労
働
者
の
生
活
実

態
を
無
視
し
、
賃
下
げ
攻
撃
を
強
行
し
て
い
る
。

自
ら
の
闘
い
に
の
み
力
を
注
ぐ
だ
け
で
は
今
日
状
況
を
突
破

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
幅
広
く
共
闘
の
輪
を
広
げ
る
必
要

が
あ
る
。
特
に
東
京
都
の
妥
結
内
容
は
、
特
別
区
に
与
え
る
影

響
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
都
労
連
闘
争
へ
の
連
帯
、
共
同
行
動

等
を
取
り
組
む
。
も
ち
ろ
ん
、
同
じ
区
長
会
を
相
手
に
確
定
闘

争
を
闘
う
特
区
連
・
各
区
職
労
と
の
連
携
、
共
同
行
動
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

１０
月
８
日
、
特
別
区
人
事
委
員
会
は
「
平
成
２１
年

職
員
の

給
与
に
関
す
る
報
告
及
び
勧
告
」
を
行
っ
た
。
そ
の
内
容
は
、

基
本
的
に
人
事
院
勧
告
に
追
随
す
る
内
容
で
あ
り
、
評
価
で
き

る
も
の
で
は
な
い
。
特
別
区
人
事
委
員
会
勧
告
を
受
け
、
０９
賃

金
確
定
闘
争
は
労
使
の
攻
防
が
本
格
的
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。

０９
春
闘
で
は
、
経
営
側
の
対
策
と
し
て
「
１
０
０
年
に
一
度
」

の
金
融
危
機
・
不
況
を
理
由
に
、
賃
上
げ
も
雇
用
安
定
に
も
応

え
な
い
と
す
る
態
度
を
鮮
明
に
し
、
ベ
ア
の
ゼ
ロ
回
答
、
実
質

的
な
賃
金
カ
ッ
ト
と
な
る
定
期
昇
給
の
凍
結
、
ボ
ー
ナ
ス
の
減

額
な
ど
厳
し
い
結
果
と
な
っ
た
。
民
間
の
こ
う
し
た
厳
し
い
状

況
か
ら
し
て
、
今
次
確
定
闘
争
も
激
し
く
厳
し
い
闘
い
と
な
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
。

単
一
労
組
と
し
て
経
験
し
て
き
た
闘
い
か
ら
得
た
多
く
の
教

訓
を
活
か
し
な
が
ら
、「
自
ら
の
労
働
条
件
は
自
ら
の
闘
い
で

切
り
拓
く
」
と
い
う
気
構
え
の
も
と
、
迫
力
あ
る
大
衆
行
動
の

展
開
と
交
渉
等
を
積
み
重
ね
、
不
当
か
つ
理
不
尽
な
区
長
会
提

案
を
は
ね
か
え
し
、
諸
要
求
の
実
現
に
向
け
取
組
み
を
強
化
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

１

２
０
０
９
特
別
区
人
事

委
員
会
勧
告
の
概
要

�

勧
告
前
の
経
過

組
合
員
の
切
実
な
声
を
勧
告
に
反
映
さ
せ
る
べ
く
、
３
月
２６

日
、
特
別
区
人
事
委
員
会
へ
の
要
請
を
取
組
み
、「
組
合
の
意

見
を
聞
く
場
を
設
け
る
こ
と
」「
公
民
比
較
対
象
企
業
の
規
模

の
見
直
し
を
行
う
こ
と
」「
労
働
基
本
権
の
代
償
措
置
で
あ
る

人
事
委
員
会
勧
告
は
、
高
い
物
価
の
首
都
圏
で
の
生
活
費
、
民

間
給
与
を
精
確
に
反
映
し
、
職
員
の
給
与
改
善
と
な
る
勧
告
を

行
う
こ
と
」
な
ど
、
職
場
実
態
や
生
活
実
態
を
踏
ま
え
、
１５
項

目
に
わ
た
っ
て
要
請
し
た
。
こ
の
要
請
に
対
し
、
７
月
３１
日
に

特
別
区
人
事
委
員
会
か
ら
の
回
答
が
示
さ
れ
た
。「
皆
さ
ん
か

ら
の
意
見
を
聴
く
機
会
を
設
け
て
い
き
た
い
。
」
と
は
し
た
も

の
の
、「
公
民
比
較
企
業
の
規
模
」
や
「
地
域
手
当
の
取
扱
い
」

な
ど
、
具
体
的
な
要
請
項
目
に
つ
い
て
は
納
得
で
き
る
回
答
が

示
さ
れ
ず
、
改
め
て
、
第
三
者
機
関
と
し
て
の
特
別
区
人
事
委

員
会
が
国
や
他
団
体
の
動
向
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
特
別

区
の
実
態
を
十
分
踏
ま
え
毅
然
と
対
応
し
、
そ
の
役
割
を
果
た

す
こ
と
を
強
く
求
め
た
。

一
方
、
区
長
会
に
対
し
て
は
、
３
月
１１
日
、
第
１
回
団
体
交

渉
を
行
い
、『
平
成
２１
年
度

現
業
（
業
務
）
系
人
事
・
任
用
、

賃
金
制
度

改
善
要
求
書
』
を
提
出
し
、
任
用
制
度
及
び
賃
金

制
度
の
改
善
を
強
く
求
め
、
事
実
上
０９
賃
金
確
定
に
向
け
た
闘

い
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

�

特
別
区
人
事
委
員
会
に
よ
る

夏
季
一
時
金
減
額
勧
告

５
月
１１
日
、
特
別
区
人
事
委
員
会
は
、「
本
年
の
民
間
企
業

に
お
け
る
夏
季
一
時
金
の
決
定
状
況
は
、
春
闘
結
果
な
ど
に
お

い
て
も
大
変
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
昨
年
に
比
べ
て
大

幅
な
マ
イ
ナ
ス
で
あ
り
、
異
例
な
事
態
と
な
っ
て
い
る
。
」
ま

た
、「
人
事
院
は
、
民
間
の
状
況
に
つ
い
て
特
別
調
査
を
実
施

し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
国
家
公
務
員
の
一
般
職
の
職
員
に

６
月
に
支
給
す
る
一
時
金
に
関
す
る
特
例
措
置
に
つ
い
て
勧
告

を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
」
と
の
こ
と
を
根
拠
に
、「
こ
の
よ

う
な
社
会
情
勢
に
適
応
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
及
び
国
や
他
団

体
等
の
均
衡
を
図
る
観
点
か
ら
、
特
別
区
職
員
に
お
い
て
も
特

例
的
な
措
置
が
必
要
と
判
断
し
た
」
と
し
、
特
別
区
人
事
委
員

会
独
自
の
調
査
も
お
こ
な
わ
ず
、
人
事
院
勧
告
を
流
用
し
、

「
２
０
０
９
年
夏
季
一
時
金
を
０
・
２
月
減
額
し
１
・
９
月
、

再
任
用
職
員
は
０
・
１
月
減
額
し
、
０
・
９
７
５
月
」
と
の
内

容
の
減
額
勧
告
を
行
っ
た
。

わ
が
組
合
は
、
事
前
に
特
別
区
人
事
委
員
会
独
自
の
臨
時
調

査
の
有
無
や
精
確
性
・
信
頼
性
に
つ
い
て
緊
急
に
申
入
れ
を
行

っ
た
。
し
か
し
、
独
自
の
調
査
は
実
施
さ
れ
ず
、
人
事
院
勧
告

を
そ
の
ま
ま
流
用
し
勧
告
を
行
っ
た
こ
と
は
、
特
別
区
人
事
委

員
会
が
中
立
・
公
平
な
第
三
者
機
関
と
し
て
の
自
立
性
、
主
体

性
を
放
棄
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
り
、
厳
し
く
糾
弾
さ
れ

る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
勧
告
を
受
け
た
区
長
会
は
、「
極
め
て
異
例
な
も
の

で
あ
る
が
、
景
気
の
急
速
な
悪
化
に
と
も
な
い
民
間
企
業
の
夏

季
一
時
金
が
大
幅
に
減
少
す
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
こ
と
か

ら
、
社
会
一
般
の
情
勢
に
適
応
す
る
適
当
な
措
置
を
講
ず
る
必

要
が
あ
る
と
の
判
断
に
よ
る
も
の
と
受
け
止
め
て
い
る
」
と
し

て
、
本
勧
告
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、「
勧
告
の
趣
旨
を
尊
重

す
る
姿
勢
で
速
や
か
に
検
討
を
行
っ
て
い
く
。
」
と
し
、
５
月

１８
日
不
当
に
も
「
社
会
一
般
情
勢
に
適
応
す
る
べ
き
も
の
で
あ

る
」「
特
別
区
人
事
委
員
会
勧
告
を
重
く
受
け
止
め
尊
重
す
る
」

と
主
張
し
、「
平
成
２１
年
６
月
に
支
給
す
る
期
末
手
当
及
び
勤

勉
手
当
に
係
る
特
例
処
置
」
を
勧
告
ど
お
り
強
行
提
案
し
た
。

わ
が
組
合
は
、
景
気
後
退
に
よ
る
企
業
利
益
の
悪
化
に
よ
り

民
間
企
業
従
業
員
の
賃
金
が
減
少
傾
向
に
あ
る
な
ど
、
諸
般
の

事
情
等
を
考
慮
し
、
民
間
企
業
従
業
員
の
賃
金
が
改
善
さ
れ
た

場
合
は
即
座
に
我
々
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
と
同
時
に
、
賃
金
確

定
期
に
向
け
て
区
長
会
と
し
て
必
要
な
対
応
を
特
別
区
人
事
委

員
会
に
対
し
て
行
う
こ
と
を
強
く
求
め
、
き
わ
め
て
不
本
意
で

あ
っ
た
が
妥
結
し
た
。

�

２
０
０
９
年
勧
告
の
概
要

特
別
区
人
事
委
員
会
は
１０
月
８
日
、
２
０
０
９
年
賃
金
等
に

関
わ
る
勧
告
を
行
っ
た
。
そ
の
概
要
は
、

①

職
員
給
与
が
民
間
給
与
を
上
回
っ
て
お
り
、
公
民
較
差
（
△

１
、
６
０
５
円
、
△
０
・
３８
％
）
を
解
消
す
る
た
め
、
給
料

表
の
引
下
げ
改
定
、
期
末
手
当
・
勤
勉
手
当
（
ボ
ー
ナ
ス
）

を
現
行
４
・
５
月
か
ら
４
・
１５
月
に
引
下
げ
（
△
０
・
３５
月
分
）

②

地
域
手
当
の
支
給
割
合
を
、
現
行
の
１６
％
か
ら
１７
％
に
引

上
げ
、
給
料
月
額
を
引
き
上
げ
分
と
同
率
程
度
引
き
下
げ
。

③

給
与
カ
ー
ブ
の
フ
ラ
ッ
ト
化
に
よ
り
、
若
年
層
の
引
下
げ

を
緩
和
し
、
中
高
齢
層
職
員
と
の
世
代
配
分
の
是
正
を
図
る
。

以
上
が
勧
告
の
概
要
で
あ
る
。
わ
が
組
合
は
、
特
別
区
人
事

委
員
会
が
首
都
圏
で
生
活
す
る
特
別
区
職
員
の
厳
し
い
生
活
実

態
を
考
慮
し
た
切
実
か
つ
正
当
な
要
請
に
応
え
て
い
な
い
ば
か

り
か
、
人
事
院
勧
告
に
追
随
し
た
内
容
で
あ
り
、
特
別
区
人
事

委
員
会
が
中
立
・
公
平
な
第
三
者
機
関
と
し
て
の
自
立
性
・
主

体
性
に
欠
け
る
も
の
で
あ
る
。

今
後
、
区
長
会
に
対
し
て
は
、
労
使
交
渉
を
通
じ
、
我
々
の

要
求
に
真
摯
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
勧
告
を
踏
ま
え
た
現
業

（
業
務
）
職
給
料
表
を
早
急
に
提
示
し
た
う
え
で
個
別
課
題
の

協
議
を
行
う
よ
う
強
く
求
め
て
い
く
。

２２
００
００
９９
年年
度度
賃賃
金金
確確
定定
等等
にに

勝勝
利利
すす
るる
たた
めめ
のの
秋秋
季季
年年
末末
闘闘
争争
方方
針針
２００９年１０月１６日
第１回中央委員会

（
３
め
ん
へ
続
く
）
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予予算算人人員員闘闘争争にに勝勝利利しし
２

諸
課
題
へ
の
対
応
と

取
り
組
み

�

２３
区
の
「
統
一
対
応
」
を

求
め
る
取
組
み

身
分
移
管
以
降
、
昇
任
選
考
は
各
区
選
考
と
さ
れ
、
統
括
技

能
長
・
技
能
長
選
考
に
あ
た
っ
て
は
、
数
区
に
お
い
て
欠
員
状

況
と
な
っ
て
い
る
実
態
を
踏
ま
え
、
２３
区
統
一
選
考
ま
た
は
そ

れ
に
準
ず
る
選
考
を
求
め
て
い
く
。
ま
た
、
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ

ク
ル
の
本
格
実
施
等
、
技
能
長
の
業
務
量
は
増
大
し
て
い
る
。

多
種
多
様
化
す
る
区
民
か
ら
の
要
望
に
応
え
円
滑
な
事
業
執
行

の
た
め
に
、
技
能
長
を
補
佐
す
る
技
能
長
補
佐
職
の
新
設
を
求

め
て
い
く
。
技
能
主
任
の
設
置
基
準
は
、
昨
年
改
善
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
た
が
、
概
ね
４
人
に
１
人
を
業
務
の
実
態
を
踏
ま
え
、

２
人
に
１
人
と
す
る
よ
う
設
置
基
準
の
見
直
し
を
引
続
き
求
め

て
い
く
。

ま
た
、
清
掃
調
整
額
の
代
替
措
置
と
し
て
本
給
に
組
入
れ
た

１３
、
０
０
０
円
相
当
額
に
つ
い
て
は
、
最
高
号
給
へ
の
到
達
・

格
付
け
廃
止
等
に
よ
る
「
１３
、
０
０
０
円
が
補
償
さ
れ
な
い
実

質
的
な
目
減
り
」
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
点
が
あ
り
、
退
職
金
算

定
に
あ
た
っ
て
は
「
実
損
回
避
」
に
む
け
具
体
的
な
措
置
を
求

め
て
い
く
。
技
能
�
・
�
の
初
任
給
格
付
け
に
つ
い
て
も
引
き

続
き
、
要
求
実
現
に
む
け
取
組
ん
で
い
く
。

上
記
以
外
の
課
題
に
つ
い
て
も
、
１０
月
２０
日
の
団
体
交
渉
で

提
出
予
定
の
『
要
求
書
』
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
諸
要
求
の
実

現
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
む
。

�

事
業
関
係
の
統
一
交
渉
に

関
わ
る
取
り
組
み

事
業
執
行
に
関
わ
る
統
一
対
応
を
求
め
る
取
組
み
は
、
昨
年

４
月
１８
日
に
中
央
執
行
委
員
長
と
区
長
会
会
長
の
間
で
『
覚
書
』

が
調
印
さ
れ
、
統
一
交
渉
が
成
立
し
た
。
交
渉
項
目
は
「
不
燃

ご
み
中
継
所
廃
止
に
伴
う
職
員
身
分
の
取
り
扱
い
」
の
一
点
の

み
と
な
っ
て
い
る
が
、「
統
一
交
渉
事
項
に
つ
い
て
は
、
・
・

・
協
議
に
よ
り
変
更
で
き
る
」
と
し
、
今
後
統
一
交
渉
項
目
を

増
や
せ
る
こ
と
を
区
長
会
は
認
め
て
い
る
。

そ
し
て
、
清
掃
課
長
会
と
の
意
見
交
換
の
場
も
定
例
的
に
開

催
さ
れ
、
車
両
火
災
問
題
や
車
両
架
装
基
準
な
ど
共
通
基
準
が

必
要
な
事
項
に
つ
い
て
の
協
議
や
情
報
提
供
も
逐
次
受
け
て
い

る
。「
平
成
２２
年
度
」
作
業
計
画
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い

て
も
、
窓
口
と
さ
れ
て
い
る
清
掃
課
長
会
と
の
間
で
、
前
年
度

と
同
様
の
考
え
方
の
区
に
つ
い
て
は
本
部
に
了
解
の
回
答
返
す

こ
と
を
確
認
し
、
す
べ
て
の
区
か
ら
回
答
が
あ
り
交
渉
議
事
録

も
確
認
し
た
。
す
で
に
各
区
交
渉
に
入
っ
て
い
る
。

作
業
計
画
が
予
算
編
成
日
程
に
整
合
性
を
持
た
せ
る
た
め
に

も
、
１０
月
の
中
央
委
員
会
（
遅
く
と
も
１１
月
の
中
央
委
員
会
）

で
全
区
が
そ
ろ
っ
て
了
解
で
き
る
内
容
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、

当
局
に
回
答
を
返
す
こ
と
を
追
及
す
る
。
ま
た
、
自
治
労
現
業

公
企
統
一
闘
争
と
も
連
動
さ
せ
取
組
み
を
強
化
す
る
。

引
き
続
き
、
統
一
交
渉
が
有
す
る
効
率
的
な
交
渉
の
あ
り
方

に
つ
い
て
も
区
長
会
に
理
解
を
求
め
、
交
渉
項
目
を
増
や
す
こ

と
を
追
求
す
る
。

�

清
掃
工
場
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

に
反
対
す
る
取
組
み

清
掃
工
場
の
安
全
で
安
心
な
操
業
と
い
う
立
場
か
ら
、『
委

託
検
証
検
討
委
員
会
』
や
様
々
な
交
渉
の
中
で
業
務
委
託
に
つ

い
て
の
問
題
点
や
危
険
性
を
指
摘
し
て
き
た
。
一
組
総
支
部
が

提
出
し
た
資
料
は
、
委
託
化
さ
れ
た
工
場
の
現
場
で
起
き
て
い

る
問
題
を
個
別
集
約
し
た
資
料
と
な
っ
た
。
そ
の
実
態
は
一
組

総
支
部
が
「
偽
装
特
命
随
意
契
約
」
と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、

人
員
の
配
置
状
況
、
緊
急
時
へ
の
対
応
等
、
多
く
の
問
題
を
は

ら
む
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
指
摘
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
。
９
月
５
日
、
品
川
清

掃
工
場
で
若
干
２１
歳
の
若
い
下
請
け
の
派
遣
労
働
者
が
搬
送
コ

ン
ベ
ア
に
巻
き
込
ま
れ
死
亡
す
る
と
い
う
悲
惨
な
労
働
災
害
が

発
生
し
た
。
搬
送
コ
ン
ベ
ア
詰
ま
り
解
除
は
も
っ
と
も
危
険
な

作
業
で
あ
り
、
炉
停
止
に
至
る
こ
と
も
あ
る
。
一
人
で
作
業
行

う
こ
と
自
体
が
不
合
理
極
ま
り
な
い
こ
と
で
あ
る
。
発
注
者
と

し
て
の
安
全
配
慮
の
責
務
を
怠
っ
た
一
組
当
局
の
責
任
は
重
大

で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
う
し
た
悲
惨
な
大
事
故
が
発
生
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
経
営
計
画
」「
経
営
計
画
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
９
月
１８
日

「
平
成
２２
年
度
清
掃
工
場
運
転
管
理
等
業
務
委
託
」
の
提
案
を

強
行
し
た
。
具
体
的
に
は
「
港
清
掃
工
場
」
と
「
千
歳
清
掃
工

場
」
の
運
転
管
理
等
の
委
託
提
案
で
あ
っ
た
。

安
全
か
つ
円
滑
な
清
掃
工
場
の
稼
動
に
は
日
々
の
作
業
を
通

じ
て
の
技
術
・
技
能
の
熟
練
度
の
向
上
及
び
そ
の
確
実
な
継
承

が
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
れ
以
上
、
業
務
委
託
に
よ
る
重
大
災
害

を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
に
も
「
港
清
掃
工
場
」
と
「
千
歳
清
掃

工
場
」
に
対
す
る
不
当
な
委
託
提
案
に
断
固
反
対
し
、
白
紙
撤

回
を
強
く
求
め
組
織
の
総
力
上
げ
闘
い
ぬ
く
も
の
で
あ
る
。

３

具
体
的
な
取
組
み

（
行
動
計
画
）

２
０
０
９
年
賃
金
確
定
闘
争
に
あ
た
っ
て
は
、
わ
が
組
合
の

要
求
を
提
出
し
、
早
急
に
区
長
会
の
考
え
方
を
明
ら
か
に
さ
せ

る
と
と
も
に
、
要
求
の
実
現
を
求
め
て
い
く
。
専
門
委
員
会
交

渉
を
は
じ
め
区
長
会
と
の
交
渉
は
昨
年
に
も
増
す
厳
し
さ
が
予

測
さ
れ
る
が
、
前
年
度
を
上
回
る
闘
争
体
制
を
構
築
し
、
全
組

合
員
の
総
力
で
闘
い
を
展
開
し
て
い
く
。
同
時
に
、
予
算
人
員

要
求
闘
争
、
一
組
の
業
務
委
託
白
紙
撤
回
闘
争
を
は
じ
め
諸
課

題
に
対
す
る
闘
い
も
全
力
で
取
り
組
む
。

①

機
関
会
議
の
適
時
開
催

区
長
会
提
案
の
内
容
、
問
題
点
、
具
体
的
な
行
動
計
画
等
に

つ
い
て
、
支
部
代
表
者
会
議
等
の
機
関
会
議
を
適
時
開
催
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
全
職
場
で
速
や
か
な
意
思
統

一
を
行
う
。

②

交
渉
の
進
捗
状
況
の
共
有

交
渉
の
進
捗
状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
理
解
出
来
る
よ
う
、

『
せ
い
そ
う
労
働
者
速
報
』
を
発
行
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
最

大
限
の
活
用
を
図
る
。

ま
た
、
常
任
中
執
、
中
執
、
中
央
委
員
、
さ
ら
に
支
部
三
役
、

支
部
執
行
委
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
か
れ
た
立
場
で
の
任
務
と

責
任
を
自
覚
し
、
取
組
み
こ
と
に
努
力
す
る
。

具
体
的
に
は
、
常
任
中
執
は
担
当
す
る
地
連
を
中
心
に
地
連

出
身
中
執
や
地
連
役
員
と
連
携
を
密
に
し
て
地
連
内
各
支
部
の

オ
ル
グ
を
積
極
的
に
行
い
、
各
支
部
役
員
や
組
合
員
と
の
意
思

統
一
を
図
る
こ
と
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

③

地
連
単
位
の
行
動

昨
年
同
様
、
地
連
を
単
位
と
し
て
各
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
区
長
（
役

員
区
長
）
へ
の
要
請
、
当
該
区
で
の
総
決
起
集
会
を
開
催
す
る
。

④

特
区
連
・
各
区
職
労
と
の
連
帯
、

共
同
行
動

同
じ
区
長
会
を
相
手
に
闘
う
特
区
連
と
の
意
見
交
換
を
行
う

な
ど
、
連
帯
・
共
同
行
動
を
最
大
限
取
り
組
む
。

⑤

都
労
連
闘
争
へ
の
連
帯
、
共
闘

特
別
区
へ
の
影
響
も
大
き
い
都
労
連
闘
争
に
注
視
し
つ
つ
、

情
報
収
集
や
連
帯
・
共
闘
を
取
り
組
む
。

⑥

区
長
会
へ
の
抗
議
行
動

全
支
部
・
地
連
代
表
参
加
に
よ
る
区
政
会
館
で
の
集
会
や
座

込
行
動
等
を
取
組
む
。
区
長
会
会
長
区
で
あ
る
江
戸
川
区
に
お

い
て
区
長
会
会
長
要
請
を
行
う
と
と
も
に
、
総
決
起
集
会
を
開

催
す
る
。

⑦

ス
ト
権
批
准
投
票

諸
行
動
の
展
開
、
精
力
的
な
交
渉
の
積
み
上
げ
に
よ
り
要
求

の
実
現
を
目
指
す
が
、
最
終
局
面
に
お
い
て
は
ス
ト
ラ
イ
キ
を

構
え
、
組
織
の
総
力
で
区
長
会
に
「
決
断
」
を
迫
っ
て
い
く
。

ス
ト
ラ
イ
キ
の
日
程
等
に
つ
い
て
は
別
途
、
拡
大
闘
争
委
員
会

等
に
提
起
し
確
認
す
る
こ
と
と
す
る
が
、
全
組
合
員
に
よ
る
批

准
投
票
を
１０
月
末
を
目
途
に
行
う
こ
と
と
す
る
。

⑧

ス
テ
ッ
カ
ー
等
の
取
組
み

要
求
実
現
に
む
け
、
全
職
場
で
の
ス
テ
ッ
カ
ー
貼
付
等
に
取

組
む
。

⑨

全
組
合
員
お
よ
び
家
族
署
名

家
族
を
含
め
た
署
名
に
取
組
む
。
集
約
し
た
署
名
は
各
ブ
ロ

ッ
ク
幹
事
区
長
な
ら
び
に
特
別
区
長
会
会
長
へ
の
要
請
行
動
実

施
時
に
手
交
す
る
。

⑩

そ
の
他

不
当
な
提
案
を
は
ね
の
け
、
要
求
を
実
現
す
る
た
め
に
、
上

記
の
取
組
み
を
全
力
で
行
う
と
と
も
に
、
職
場
・
支
部
（
総
支

部
）
・
地
連
・
本
部
を
通
じ
創
意
工
夫
に
よ
る
取
組
み
を
行
う
。

４

今
後
の
主
な
予
定

（
１０
月
・
１１
月
）

２
０
０
９
年
１０
月
１６
日
現
在

（
２
め
ん
よ
り
）
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